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して 3cm 未満では胎児発育不全が多く、とくに 1cm 未満であれば発育不全のみならず慢性
低酸素状態にあることが推察されている。また 8cm 以上の例には巨大児の頻度が高いが、















避する目的で経腹的羊水除去を行った 3 例（羊水深度：108mm, 110mm, 133mm）につい
て、200～1,000ml の羊水を計 18 回除去するごとに、その時点における羊水深度と吸引し
た羊水量を記録した。そして最終的に除去し終わったときの羊水量を実測羊水量として、
各計測時点での羊水深度と実測羊水量との関係を求めた。以上の方法によって、45 症例か
ら計 60 回の計測値が得られた。 
結果 
選択的帝王切開術を行った 42 例の羊水深度は 5～110mm に分布した。これらの実測羊
水量は 10～2,000ml であった。羊水過多で経腟分娩であった 3 例の羊水量は、4,876ml、
1,825ml および 1,500ml であった。羊水深度と後方視的に算出した各時点における実測羊
水量の関係は、症例 1 では、133mm: 4,876ml, 124mm: 3,876ml, 112 mm: 2,876ml, 
104mm: 1,876ml, 85mm: 1,376ml, 76mm: 1,076ml, 68mm: 876ml. 症例 2 では、 
108mm: 1,825ml, 67mm: 825ml. および症例 3 では、110mm: 1,500ml, 100mm: 
1,400ml, 97mm: 1,300ml, 95mm: 1,100ml, 90mm: 900ml, 86mm: 800ml, 80mm: 
700ml, 75 mm: 600ml, 73mm: 570ml であった。以上の結果、実測羊水量 Y と羊水深度
X との間に Y=63.03-8.46X+0.71X2-0.01X3+0.00006X4 の相関が得られた。 
考察 







羊水量の推定法については、1981 年に Manning らが羊水深度を計測し、それが 1cm 未
満の場合、胎児発育不全の可能性があることを報告して以来、数多くの追試がなされてき





である 3cm は羊水量 200ml および羊水過多の定義である羊水深度 8cm は羊水量 800ml に
相当することが考えられる。これらの値は臨床上から得られる羊水量の定義とも矛盾なく、
今後、胎児管理における簡易的な羊水量推定法として有用な検査法になり得るものと考え
られた。 
